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渡波中学校建設基本構想策定方針（案） 

 

 

１ 基本構想の目的 

・ 東日本大震災により被災した学校施設は、「石巻市立学校施設災害復旧整備計画(平成２４年３

月策定)」（以下「復旧整備計画」という。）に基づき復旧整備を行っている。 

・ 渡波地区では、渡波小学校は平成２５年度末までに現校舎の補修を行い現地再開することとし、

渡波中学校は、石巻市新渡波地区被災市街地復興土地区画整理事業において整備する敷地に、

平成２８年度末を目標に移転新築することとしている。 

・ 移転新築する中学校は、教育の場であることに加え、地域住民にとって身近な公共施設として、

地域コミュニティ活動の場や災害時の避難所となることから、施設の整備にあたっては、復興

計画(まちづくり計画)及び地域防災等にも配慮する必要がある。 

・ これらのことから、当該地区の教育環境の正常化を図り、地域との協働も考慮した学校施設の

整備を行うため、渡波中学校の基本構想を策定するもの。 

 【復旧整備計画】 

   渡波地区 

○ 渡波小学校は、平成２５年度末までに現校舎の補修を行い、現校舎を使用する。 

○ 渡波中学校は、平成２８年度末までに内陸部に移転新築する。 

 

２ 学校づくりのコンセプト 

（１）地域に施設を開放することを想定した安全性の高い学校 

（２）災害から子どもたちと地域住民を守る学校 

（３）多様な機能を有し効果的な教育を行う学校 

 

３ 整備方針 

（１） 基本的な施設機能 

① シンプルで機能的な施設 

② バリアフリーに配慮した施設 

③ 地域のシンボルとなる施設 

（２） 効果的な教育環境を実現する施設機能 

・教科教育の充実 

・スポーツ活動を展開するうえで十分な施設 

・諸室を効率的に配置する等、利便性の高い施設 

（３） 地域との交流に配慮した施設機能 

① 地域コミュニティ活動の場として、施設開放や生涯学習施設としての機能を想定する施設 

② 地域と学校の行事を連携する等、地域と学校が一体となった活動を行うことを想定する施設 

（４） 生徒の安全安心を確保するための施設機能 

・施設開放とセキュリティーの確保を両立する施設 

・外部からの侵入者に対し適切に対応できる施設 
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（５） 防災に配慮した施設機能 

① 災害から子どもたちの命を守れる安全・安心な施設 

② 耐震性に配慮した施設 

③ 避難所としての防災機能を確保した施設 

（６） 環境へ配慮した施設機能 

① 自然環境に配慮した施設 

・太陽光発電等の自然エネルギーを活用した環境にやさしい施設 

② 県産材の木材等を使用した施設 

③ 周辺環境に調和した施設 

 

４ 復興計画(まちづくり計画)との整合性 

  各地区において計画されている復興計画(まちづくり計画)との整合性に配慮しつつ、手法や時期

などの調整を図りながら整備を行う。 

 

５ 施設の規模等 

被災した渡波中学校の災害復旧事業として整備することができる規模を上限として、前述する

方針等を実現するため、必要な施設を合理的な規模で整備する。 

（１） 計画学級数 

学級数 １３（普通学級：１２、特別支援学級：１） 

（２） 施設規模（上限） 

校舎 ５，８５０㎡ 

体育館 １，２３０㎡ 

敷地面積 １９，５００㎡ 

 

６ スケジュール 

（１） 基本構想策定スケジュール 

平成２５年 ６月 委員委嘱 

６～１０月 検討委員会による基本構想の検討（６回程度） 

１１月 教育委員会報告 

（２） 事業スケジュール 

平成２５年度  基本構想（基本計画）策定 

平成２５～２７年度 区画整理工事 

平成２５～２６年度 建築設計 

平成２７～２８年度 建築工事 

平成２９年度  供用開始 


